
★㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本䛀新築䛁㻚㼤l㼟㼤 性能表示

■䚷建物概要 ■䚷外観

建物名称 九州テック 㻺e㼣八代インター店 階数 地上㻝㻲

建設地 熊本県八代市西片町㻝㻣㻞㻤㻙㻝 他㻡筆 構造 㻿造

用途地域 特定用途制限地域 ᖹ均居ఫ人員 㻟㻜 人

気候区分 ７地域 ᖺ間使用時間 㻠㻘㻜㻝㻡 時間/ᖺ

建物用途 物販店㻘 評価䛾段階 実施設計段階評価 外観パース等

竣工ᖺ 予定 評価䛾実施日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻡᭶㻝㻢日 外観図䛾貼䜚付け䛿䚸

敷地面積 㻤㻘㻢㻜㻣 ㎡ 作成者 బ藤䚷知子 䛆外観図䛇シートへ貼䜚付けし䛶ください䚹

建築面積 㻟㻘㻤㻢㻤 ㎡ 確認日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻡᭶㻞㻜日

延床面積 㻟㻘㻤㻢㻜 ㎡ 確認者 బ々木䚷優

㻝䚷㻯㻭㻿㻮㻱㻱評価結果
■䚷建築物䛾環境効率䠄㻮㻱㻱ランク㻒チャート䠅

0.5

■䚷ライフサイクル㻯㻻㻞排出性能䠄ランク表示䠅

㻞䚷熊本県重点評価結果
■䚷重点事項総合評価

䛆重点事項䠍䛇䚷温室効果ガス排出量削減䛾推進 69.2

䛆重点事項䠎䛇䚷安全安心䛷暮䜙しやすい社会䛾実現 50.0

䛆重点事項䠏䛇䚷県䛾地域資源䛾᭷効活用䛸保全 50.0

䛆重点事項䠐䛇䚷循環型社会䛾実現 66.7

㻞㻜㻝㻥ᖺ㻝㻝᭶

排出率

㻤㻝㻑

評価点

㻢㻝

䛆 性能表示 䛇䛀新築䛁

BEE = 

ランク表示判定値䠄評価点䠅

㻝㻜㻜点以上

㻢㻜点以上㻤㻜点未満

㻠㻜点以上㻢㻜点未満

㻠㻜点未満

㻤㻜点以上㻝㻜㻜点未満

■熊本県重点評価基準評価点

※評価点䛿䚸㻝㻜㻜点以上が推奨䛷す䚹
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䖩㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本䛀新築䛁㻚㼤㼘㼟㼤 結果

■使用評価マニュア䝹： ■使用評価ソフト：

1-1䚷建物概要 1-2䚷外観

建物名称 九州テッ䜽 㻺㼑㼣八代イン䝍䞊店 階数 地上㻝㻲

建設地 熊本県八代市西片町㻝㻣㻞㻤㻙㻝 他㻡筆 構造 㻿造

用途地域 特定用途制限地域 ᖹ均居ఫ人員 㻟㻜 人

地域区分 ７地域 ᖺ間使用時間 㻠㻘㻜㻝㻡 時間㻛ᖺ䠄想定値䠅

建物用途 物販店㻘 評価䛾段階 実施設計段階評価 外観䝟䞊ス等

竣工ᖺ 予定 評価䛾実施日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻡᭶㻝㻢日 図を貼䜚付け䜛䛸き䛿

敷地面積 㻤㻘㻢㻜㻣 ㎡ 作成者 బ藤䚷知子 シ䞊ト䛾保護を解除し䛶く䛰さい

建築面積 㻟㻘㻤㻢㻤 ㎡ 確認日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻡᭶㻞㻜日

延床面積 㻟㻘㻤㻢㻜 ㎡ 確認者 బ々木䚷優

2-1䚷建築物䛾環境効率䠄BEE䝷ン䜽&䝏ャ䞊ト䠅2-2 䝷イフサイ䜽䝹㻯㻻㻞㻔温暖化影響䝏ャ䞊ト䠅 2-3䚷大項目䛾評価䠄ﾚｰ䡼ﾞｰ䡽ｬｰﾄ䠅

0.5

標準計算

2-4䚷中項目䛾評価䠄䝞䞊䝏ャ䞊ト䠅

Q䚷環境品質 Q 䛾スコア = 2.0

Q1 室内環境      Q2 サ࣮ビス性能 Q3 室外環境㸦敷地内㸧
2.1 2.6 1.3

LR䚷環境負荷ప減性 LR 䛾スコア = 2.9
LR1 エネ࣮ࣝࢠ      LR2 資源࣭マテࣜアࣝ LR3 敷地外環境

2.6 2.8 3.3

3䚷設計上䛾配慮項
重点項総合評価 重点項䛾評価䠄䝺䞊䝎䞊䝏ャ䞊ト䠅

61

重点項䠍：温室効果ガス排出量削減䛾推進 重点項䠎：安全安心䛷暮䜙しやすい社会䛾実現
69.2 50.0

重点項䠏：県䛾地域資源䛾᭷効活用䛸保全 重点項䠐：循環型社会䛾実現
50.0 66.7

CASBEE-建築(新築)2016年版 CASBEE-BD_NC_2016(v2.1)

㻞㻜㻝㻥ᖺ㻝㻝᭶

こࣛࢢࡢフࡣ、LR3中ࠕࡢ地球温暖化ࡢ配慮ࠖࡢ内容を、一般

的な建物㸦参照値㸧比たࣛイフサイࣝࢡCO2 排出量ࡢ目安

࡛示したも࡛ࡢす

BEE = 
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建設 修繕䞉更新䞉解体 運用 オンサイト オフサイト

100%

81%

81%

81%

ձ参照値

ղ建築物ࡢ取組み

ճ上記+ղ以外ࡢ

մ上記+

䠅㻞 㼙䞉ᖺ㻛㻞㻯㻻㻙㼗㼓䠄

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻽㻞 サ䞊ビ

ス性能

㻽㻟 室外環

境

㻔敷地内㻕

L㻾㻟 

敷地外環

境

L㻾㻞 資源䞉

マテ䝸ア䝹

L㻾㻝 

エネ䝹

䜼䞊

㻽㻝

室内環境

㻝㻚㻜 㻝㻚㻤

㻟㻚㻜
㻞㻚㻢

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻞㻚㻝 

㻞㻚㻣 
㻟㻚㻝 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻞㻚㻜 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻝㻚㻜

㻟㻚㻜
㻟㻚㻠

㻞㻚㻜

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻟㻚㻠 

㻞㻚㻠 

㻟㻚㻣 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻟㻚㻣 
㻟㻚㻠 

㻟㻚㻜 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

音環境 機能性 生物環境耐用性 ᑐ応性 䜎䛱䛺䜏 地域性䞉

㻽㻟䛾スコア=㻽㻞䛾スコア=㻽㻝䛾スコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境

水資源 非再生材料䛾

L㻾㻟䛾スコア=L㻾㻞䛾スコア=L㻾㻝䛾スコア=

汚染物質
建物外皮䛾 自然エネ 設備システ 効率的

地球温暖化 地域環境 周辺環境

■㻯㻭㻿㻮㻱㻱㻦 㻯㼛㼙㼜㼞㼑㼔㼑㼚㼟㼕㼢㼑 㻭㼟㼟㼑㼟㼟㼙㼑㼚㼠 㻿㼥㼟㼠㼑㼙 㼒㼛㼞 㻮㼡㼕㼘㼠 㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠 㻱㼒㼒㼕㼏㼕㼑㼚㼏㼥 䠄建築環境総合性能評価システム䠅

■㻽㻦 㻽㼡a㼘㼕㼠㼥 䠄建築物䛾環境品質䠅䚸L㻦 L㼛a㼐 䠄建築物䛾環境負荷䠅䚸L㻾㻦 L㼛a㼐 㻾㼑㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚 䠄建築物䛾環境負荷ప減性䠅䚸㻮㻱㻱㻦 㻮㼡㼕㼘㼠 㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠 㻱㼒㼒㼕㼏㼕㼑㼚㼏㼥 䠄建築物䛾環境効率䠅
■䛂䝷イフサイ䜽䝹㻯㻻㻞䛃䛸䛿䚸建築物䛾部材生産䞉建設か䜙運用䚸改修䚸解体廃棄䛻至䜛一生䛾間䛾酸化炭素排出量を䚸建築物䛾ᑑ命ᖺ数䛷除し䛯ᖺ間酸化炭素排出量䛾こ䛸

■評価ᑐ象䛾䝷イフサイ䜽䝹㻯㻻㻞排出量䛿䚸㻽㻞䚸L㻾㻝䚸L㻾㻞中䛾建築物䛾ᑑ命䚸省エネ䝹䜼䞊䚸省資源䛺䛹䛾項目䛾評価結果か䜙自動的䛻算出さ䜜䜛
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★㻯㻭㻿㻮EE熊本䛀新築䛁㻚xl㼟x 配慮事項

4　設計上の配慮事項

総合

 Q1 室内環境

 Q2 サ࣮ビス性能

 Q3 室外環境㸦敷地内㸧

 LR1 ࢚ネ࣮ࣝࢠ

 LR2 資源࣭マテࣜアࣝ

 LR3 敷地外環境

その他

泡沫水栓ࠊ自動水栓ࠊ節水型便器ࠊ擬音装置を採用ࠊࡋ節水可能࡞仕組ࡳを取ࡾ入ࠊࢀ水資源保護配慮࡚ࡋいࡲࠋࡿ
たࠊ発泡剤を用いた断熱材を使用ࠊࡎࡏ地球環境配慮࡚ࡋいࡿ

ࣛイフサイࣝࢡ搬出率ࡀ一般的࡞建物同等࡛あࠊࡾ燃焼機器を使用ࠊࡎࡏ地球温暖化及び大気汚染ࡢ防止配慮࡚ࡋ
いࡲࠋࡿたࠊ適切࡞量ࡢ自転車置ࡁ場ࠊ駐車場ࠊ荷捌ࡁ用車両ࡢ駐車を確保࡚ࡋ交通負荷ࡢ抑制を配慮࡚ࡋいࠋࡿ

特ࡋ࡞

䛆 配慮事項 䛇

空間ゆࡾをもちࠊ利用者ࡢ快適性を計ࡿもࠊ節水や環境優ࡋい建材ࡢ使用ࠊ࡞地球環境も配慮をࡋた設計
を行࡚ࡗいࠋࡿ

温熱環境ࡢゾ࣮ン別制御࠾い࡚ࠊࡣ同一フࣟア࡛複数ゾ࣮ニン࡞ࡀࢢさࠊࡾ࠾࡚ࢀ冷房࣭暖房ࡣ切ࡾ替えࡿ࡞空調
システ࣒を計画࡚ࡋいࡲࠋࡿたࠊ湿度制御࠾い࡚ࡣ加湿機能を有ࡘࠊࡋ一般的࡞冬期40％ࠊ夏期50％ࡢ湿度を実現ࡍ
ࡿ࡞異各種排気口ࠊࢀࡽ設けい方࡞ࡢ汚染源ࡣ口ࢀ入ࡾ空気取ࠊࡣい࡚࠾換気ࡢ空気質環境ࠋ設備容量を確保ࡿ
方ࡲࠊた3ࡣｍ以上離࡚ࢀ設置さ࡚ࢀいࠋࡿ

売ࡾ場ࡢ天井高＝3.6ｍ以上ࣞࠊストスペ࣮スࡀ売ࡾ場面積3ࡢ％以上࡛ࠊ広く感ࡿࡌ空間࡛あࠊࡾ利用者ࡢ心理性࣭快適
性配慮࡚ࡋいࡲࠋࡿたࠊ階高ࡣゆࡾをもちࠊ設備システ࣒等ࡢ変化支障࡞ࡀいࡼう配慮࡚ࡋいࠋࡿ

建物外部ࡢ広場ࡢ࡞スペ࣮ス࠾い࡚ࠊ視線を遮࡞ࡽい様࡞樹木ࡢ配置ࠊ夜間照明ࡢ設置ࠊ防犯カ࣓ࣛࡢ設置ࠊ防犯
役立ࡘ窓ࡢ配置࡞を行いࠊ防犯性配慮࡚ࡋいࡲࠋࡿたࠊ敷地周囲境界壁等を設けࡿ場合ࠊ視線を遮ࡼࡿう࡞連続ࡋ
た塀等を作ࡎࡽ，見通ࡢࡋ良いフ࢙ンスや背ࡢపい生垣等を設け࡚防犯性࣭防災性配慮࡚ࡋいࠋࡿ

BEI＝0.78࡛ࠊ設備システ࢚ࡢ࣒ネ࣮ࣝࢠ消費量ࡢ削減配慮࡚ࡋいࡿ

䛀新築䛁

Pa㼓e : 1㻛1 㻿㼔ee㼠 : 3㻛5



★㻯㻭㻿㻮EE熊本䛀新築䛁㻚㼤㼘s㼤 スコ䜰

㻯㻭㻿㻮EE㻙建築㻔新築㻕㻞㻜㻝㻢年版 ■使用評価マニュ䜰䝹 CASBEE-建築(新築)2016年版
欄䛻数値䜎た䛿コ䝯ントを記入 ■評価䝋フト： CASBEE-BD_NC_2016(v2.1)

スコ䜰シ䞊ト

配慮項目 環境配慮設計䛾概要記入欄 評価点
重䜏
係数

評価点
重䜏
係数

全体

Ｑ䚷建築物䛾環境品質 2.0
㻽㻝 室内環境 0.40 - 2.1

㻝 音環境 1.0 0.15 - - 1.0

㻝㻚㻝 室内騒音䝺䝧䝹 1.0 0.40 3.0 -

㻝㻚㻞 遮音 1.0 0.40 - -

㻝 開口部遮音性能 1.0 1.00 3.0 -

㻞 界壁遮音性能 - - 3.0 -

㻟 界床遮音性能䠄軽量衝撃源䠅 3.0 - 3.0 -

㻠 界床遮音性能䠄重量衝撃源䠅 3.0 - 3.0 -

㻝㻚㻟 吸音 1.0 0.20 3.0 -

㻞 温熱環境 1.8 0.35 - - 1.8

㻞㻚㻝 室温制御 1.8 0.50 - -

㻝 室温 1.0 0.50 3.0 -

㻞 外皮性能 2.0 0.17 3.0 -

㻟 䝌䞊ン別制御性 3.0 0.33 - -

㻞㻚㻞 湿度制御 3.0 0.20 3.0 -

㻞㻚㻟 空調方式 1.0 0.30 3.0 -

㻟 光䞉視環境 3.0 0.25 - - 3.0

㻟㻚㻝 昼光利用 3.0 0.50 - -

㻝 昼光率 - - 3.0 -

㻞 方別開口 - - 3.0 -

㻟 昼光利用設備 3.0 1.00 3.0 -

㻟㻚㻞 䜾䝺䜰対策 - - - -

㻝 昼光制御 - - 3.0 -

㻟㻚㻟 照度 - - - -

㻟㻚㻠 3.0 0.50 3.0 -

㻠 空気質環境 2.6 0.25 - - 2.6

㻠㻚㻝 発生源対策 3.0 0.50 - -

㻝 化学汚染物質 3.0 1.00 3.0 -

㻠㻚㻞 換気 3.0 0.30 - -

㻝 換気量 3.0 0.50 3.0 -

㻞 自然換気性能 - - 3.0 -

㻟 取䜚入䜜外気へ䛾配慮 3.0 0.50 3.0 -

㻠㻚㻟 運用管理 1.0 0.20 - -

㻝 㻯㻻㻞䛾監視 1.0 0.50 - -

㻞 喫煙䛾制御 1.0 0.50 - -

㻽㻞 サ䞊ビス性能 － 0.30 - - 2.6

㻝 機能性 2.1 0.40 - - 2.1

㻝㻚㻝 機能性䞉使いやすさ 1.0 0.40 - -

㻝 広さ䞉納性 - - 3.0 -

㻞 高度情報通信設備対応 3.0 - 3.0 -

㻟 䝞䝸䜰フ䝸䞊計画 1.0 1.00 - -

㻝㻚㻞 心理性䞉快適性 3.3 0.30 - -

㻝 広さ感䞉景観 5.0 0.33 3.0 -

㻞 䝸フ䝺ッシュス䝨䞊ス 4.0 0.33 - -

㻟 内装計画 1.0 0.33 - -

㻝㻚㻟 維持管理 2.5 0.30 - -

㻝 維持管理䛻配慮した設計 3.0 0.50 - -

㻞 維持管理用機能䛾確保 2.0 0.50 - -

㻞 耐用性䞉信頼性 2.7 0.30 - - 2.7

㻞㻚㻝 耐震･免震䞉制震䞉制振 3.0 0.50 - -

㻝 耐震性㻔建物䛾䛣わ䜜䛻くさ㻕 3.0 0.80 - -

㻞 免震䞉制震䞉制振性能 3.0 0.20 - -

㻞㻚㻞 部品䞉部材䛾耐用年数 2.8 0.30 - -

㻝 躯体材料䛾耐用年数 3.0 0.20 - -

㻞 外壁仕ୖ䛢材䛾補修必要間隔 1.0 0.20 - -

㻟 5.0 0.10 - -

㻠 空調換気䝎䜽ト䛾更新必要間隔 3.0 0.10 - -

㻡 3.0 0.20 - -

㻢 主要設備機器䛾更新必要間隔 3.0 0.20 - -

㻞㻚㻠 信頼性 2.0 0.20 - -

㻝 空調䞉換気設備 1.0 0.20 - -

㻞 給排水䞉衛生設備 2.0 0.20 - -

㻟 電気設備 3.0 0.20 - -

㻠 機械䞉配管支持方法 1.0 0.20 - -

㻡 通信䞉情報設備 3.0 0.20 - -

照明制御

実施設計段階

主要内装仕ୖ䛢材䛾更新必要間隔 主要内装仕ୖ䛢材䛾更新必要間隔䛜㻞㻜年以ୖ

売䜚場䛾天井高＝㻟㻚㻢ｍ以ୖ

䝺ストス䝨䞊ス䛜売䜚場面積䛾㻟％以ୖ

空調䞉給排水配管䛾更新必要間隔

九州テッ䜽 㻺e㼣八代䜲ン䝍䞊店

㻝㻛㻞



★㻯㻭㻿㻮EE熊本䛀新築䛁㻚㼤㼘s㼤 スコ䜰

㻟 対応性䞉更新性 3.1 0.30 - - 3.1

㻟㻚㻝 空間䛾ゆと䜚 5.0 0.30 - -

㻝 階高䛾ゆと䜚 5.0 0.60 3.0 -

㻞 空間䛾形状䞉自由さ 5.0 0.40 3.0 -

㻟㻚㻞 荷重䛾ゆと䜚 3.0 0.30 3.0 -

㻟㻚㻟 設備䛾更新性 1.8 0.40 - -

㻝 空調配管䛾更新性 1.0 0.20 - -

㻞 給排水管䛾更新性 1.0 0.20 - -

㻟 電気配線䛾更新性 1.0 0.10 - -

㻠 通信配線䛾更新性 1.0 0.10 - -

㻡 設備機器䛾更新性 3.0 0.20 - -

㻢 䝞ッ䜽䜰ップス䝨䞊ス䛾確保 3.0 0.20 - -

㻽㻟 室外環境䠄敷地内䠅 － 0.30 - - 1.3

㻝 生物環境䛾保全と創出 1.0 0.30 - - 1.0

㻞 䜎ち䛺䜏䞉景観へ䛾配慮 1.0 0.40 - - 1.0

㻟 地域性䞉䜰䝯ニテ䜱へ䛾配慮 2.0 0.30 - - 2.0

㻟㻚㻝 地域性へ䛾配慮䚸快適性䛾向ୖ 2.0 0.50 - -

㻟㻚㻞 敷地内温熱環境䛾向ୖ 2.0 0.50 - -

L㻾䚷建築物䛾環境負荷ప減性 - - 2.9
L㻾㻝 エネ䝹䜼䞊 － 0.40 - - 2.6

㻝 建物外皮䛾熱負荷抑制 1.0 0.20 - - 1.0

㻞 自然エネ䝹䜼䞊利用 3.0 0.10 - - 3.0

㻟 設備システ䝮䛾高効率化 [㻮EI][㻮EI㼙] = 㻜㻚㻣㻤 3.4 0.50 - - 3.4

㻠 効率的運用 2.0 0.20 - - 2.0

集合ఫ宅以外䛾評価 2.0 1.00 - -

㻠㻚㻝 䝰ニ䝍䝸ン䜾 3.0 0.50 - -

㻠㻚㻞 運用管理体制 1.0 0.50 - -

集合ఫ宅䛾評価 - - - -

㻠㻚㻝 䝰ニ䝍䝸ン䜾 3.0 - - -

㻠㻚㻞 運用管理体制 3.0 - - -

L㻾㻞 資源䞉マテ䝸䜰䝹 － 0.30 - - 2.8

㻝 水資源保護 3.4 0.20 - - 3.4

㻝㻚㻝 節水 4.0 0.40 - -

㻝㻚㻞 雨水利用䞉雑排水等䛾利用 3.0 0.60 - -

㻝 雨水利用システ䝮導入䛾有無 3.0 0.70 - -

㻞 3.0 0.30 - -

㻞 非再生性資源䛾使用量削減 2.4 0.60 - - 2.4

㻞㻚㻝 材料使用量䛾削減 2.0 0.11 - -

㻞㻚㻞 既存建築躯体等䛾⥅⥆使用 3.0 0.22 - -

㻞㻚㻟 躯体材料䛻䛚䛡䜛䝸サ䜲䜽䝹材䛾使用 3.0 0.22 - -

㻞㻚㻠 1.0 0.22 - -

㻞㻚㻡 持⥆可能䛺森林䛛䜙産出さ䜜た木材 - - - -

㻞㻚㻢 部材䛾再利用可能性向ୖへ䛾取組䜏 3.0 0.22 - -

㻟 汚染物質含有材料䛾使用回避 3.7 0.20 - - 3.7

㻟㻚㻝 有害物質を含䜎䛺い材料䛾使用 3.0 0.30 - -

㻟㻚㻞 フ䝻ン䞉䝝䝻ン䛾回避 4.0 0.70 - -

㻝 消火剤 - - - -

㻞 発泡剤䠄断熱材等䠅 5.0 0.50 - -

㻟 冷媒 3.0 0.50 - -

L㻾㻟 敷地外環境 － 0.30 - - 3.3

㻝 地球温暖化へ䛾配慮 3.7 0.33 - - 3.7

㻞 地域環境へ䛾配慮 3.4 0.33 - - 3.4

㻞㻚㻝 大気汚染防止 5.0 0.25 - -

㻞㻚㻞 温熱環境悪化䛾改善 3.0 0.50 - -

㻞㻚㻟 地域䜲ンフ䝷へ䛾負荷抑制 2.7 0.25 - -

㻝 雨水排水負荷ప減 3.0 0.25 - -

㻞 汚水処理負荷抑制 3.0 0.25 - -

㻟 交通負荷抑制 4.0 0.25 - -

㻠 廃棄物処理負荷抑制 1.0 0.25 - -

㻟 周辺環境へ䛾配慮 3.0 0.33 - - 3.0

㻟㻚㻝 騒音䞉振動䞉悪臭䛾防止 3.0 0.40 - -

㻝 騒音 3.0 0.33 - -

㻞 振動 3.0 0.33 - -

㻟 悪臭 3.0 0.33 - -

㻟㻚㻞 風害䚸砂塵䚸日照阻害䛾抑制 3.0 0.40 - -

㻝 風害䛾抑制 3.0 0.70 - -

㻞 砂塵䛾抑制 1.0 - - 

㻟 日照阻害䛾抑制 3.0 0.30 - -

㻟㻚㻟 光害䛾抑制 3.0 0.20 - -

㻝 3.0 0.70 - -

㻞 3.0 0.30 - -昼光䛾建物外壁䛻䜘䜛射光䠄䜾䝺䜰䠅へ䛾対策

屋外照明及び屋内照明䛾うち外䛻漏䜜䜛光へ䛾対策

適切䛺量䛾自転車置䛝場䚸駐車場䛜あ䜛䚹荷捌䛝用車両䛾駐車を
確保してい䜛䚹

雑排水等利用システ䝮導入䛾有無

躯体材料以外䛻䛚䛡䜛䝸サ䜲䜽䝹材䛾使用

発泡剤を用いた断熱材を使用してい䛺い

－

－

䝷䜲フサ䜲䜽䝹搬出率䛜一般的䛺建物と同等

燃焼機器を使用してい䛺い

㻮㻼I㼙=㻝㻚㻝㻞

泡沫水栓䚸自動水栓䚸節水型便器䚸擬音装置を採用

階高䛜㻟㻚㻥ｍ以ୖ

壁長さ比率䛜㻜㻚㻝以ୗ

㻞㻛㻞



★㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本䛀新築䛁㻚㼤l㼟㼤 スコ䜰䠄重点項目䠅

熊本県重点評価結果スコ䜰シ䞊ト
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■評価ソフト： 㻯㻭㻿㻮㻱㻱㻙㻮㻰_N㻯_㻞㻜㻝㻢㻔㼢㻞㻚㻝㻕 ■使用評価マニュ䜰䝹： 㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本䛀新築䛁㻞㻜㻝㻣年版

★熊本県重点評価結果 総合評価点 㻢㻝

重点事項

重点項目䠄配慮項目䠅 スコ䜰
重䜏
係数

䐟 温室効果ガス排出量削減䛾推進

㻽㻝㻙㻞㻚㻝㻚㻞 外皮性能 2.0 㻜㻚㻜㻡

㻽㻝㻙㻟㻚㻝㻚㻟 昼光利用設備 3.0 㻜㻚㻜㻡

㻽㻝㻙㻟㻚㻞㻚㻝 昼光制御 3.0 㻜㻚㻜㻡

L㻾㻝‐㻝 建物外皮䛾熱負荷抑制 1.0 㻜㻚㻝㻡

L㻾㻝‐㻞 自然エネ䝹䜼䞊利用 3.0 㻜㻚㻞㻜

L㻾㻝‐㻟 設備システ䝮䛾高効率化 3.4 㻜㻚㻟㻜

L㻾㻞㻙㻞㻚㻝 材料使用量䛾削減 2.0 㻜㻚㻝㻜

L㻾㻟‐㻞㻚㻟㻚㻟 交通負荷抑制 4.0 㻜㻚㻝㻜

䐠 安全安心䛷暮䜙しやすい社会䛾実現

㻽㻞㻙㻝㻚㻝㻚㻟 バ䝸䜰フ䝸䞊計画 1.0 㻜㻚㻞㻡

㻽㻞㻙㻞㻚㻝㻚㻝 耐震性 3.0 㻜㻚㻞㻡

㻽㻟㻙㻝 生物環境䛾保全䛸創出 1.0 㻜㻚㻝㻡

㻽㻟㻙㻟 地域性䞉䜰䝯ニテ䜱へ䛾配慮 2.0 㻜㻚㻞㻜

L㻾㻟㻙㻞㻚㻞 温熱環境悪化䛾改善 3.0 㻜㻚㻝㻡

䐡 県䛾地域資源䛾有効活用䛸保全

㻽㻟㻙㻞 䜎ち䛺䜏䞉景観へ䛾配慮 1.0 㻜㻚㻞㻜

L㻾㻞㻙㻝㻚㻝 節水 4.0 㻜㻚㻟㻜

L㻾㻞㻙㻝㻚㻞㻚㻝 雨水利用システ䝮導入 3.0 㻜㻚㻞㻜

L㻾㻞㻙㻞㻚㻡 持⥆可能䛺森林䛛䜙産出さ䜜た木材 0.0 㻜㻚㻟㻜

䐢 循環型社会䛾実現

㻽㻞㻙㻞㻚㻞 部品䞉部材䛾耐用年数 2.8 㻜㻚㻟㻜

㻽㻞㻙㻟 対応性䞉更新性 3.1 㻜㻚㻟㻜

L㻾㻞㻙㻞㻚㻞 既存建築躯体等䛾⥅⥆使用 3.0 㻜㻚㻝㻜

L㻾㻞㻙㻞㻚㻟 躯体材料䛻䛚け䜛䝸サ䜲䜽䝹材䛾使用 3.0 㻜㻚㻝㻡

L㻾㻞㻙㻞㻚㻠 躯体材料以外䛻䛚け䜛䝸サ䜲䜽䝹材䛾使用 1.0 㻜㻚㻝㻡

㻢㻥㻚㻞 㻜㻚㻠㻜 㻞㻣㻚㻢㻤

実施設計段階

建物名称

評価点
重点事項
重䜏係数

評価配点

㻡㻜 㻜㻚㻞㻜 㻝㻜㻚㻜㻜

㻡㻜 㻜㻚㻞㻜 㻝㻜㻚㻜㻜

㻢㻢㻚㻣 㻜㻚㻞㻜 㻝㻟㻚㻟㻠

■評価点算出式
䚷䚷評価点䛿䚸以下䛾方法䛻䜘䜚算出し䛶い䜎す䚹
䚷◆総合評価結果
䚷䚷䚷䚷総合評価点䚷＝䚷䠄各重点事項䛾評価点×各重点事項䛾重䜏係数䠅䛾総和
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷※重䜏係数䛾総和䛿䚸䛂１䛃䛷あ䜛こ䛸䚹
䚷◆各重点事項䠄䐟～䐢䛾項目䠅
䚷䚷䚷䚷評価点䚷＝䚷䠄各重点項目䛾スコ䜰×各重点項目䛾重䜏係数䠅䛾総和×㻔㻡㻛㻠㻕×㻞㻜
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷※重䜏係数䛾総和䛿䚸䛂１䛃䛷あ䜛こ䛸䚹
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷※䠄㻡㻛㻠䠅×㻞㻜 ： スコ䜰㻠点を評価点㻝㻜㻜点䛻変換す䜛ス䜿䞊䝸ン䜾定数

㻼a㼓e 㻦 㻝㻛㻝 㻿㼔ee㼠 㻦 㻡㻛㻡


